
景気動向調査報告書

この調査は、岡谷市の基幹産業である製造６業種（精密、機械、電気、計量、
表面処理、鋳造）の企業の皆様のご協力により、今期（平成３１年４月末）を基
準とした業況等についてまとめた報告書です。

平成３１年４月末調査

岡谷市産業振興部工業振興課・岡谷商工会議所



• 調査実施期間

前年同期 前 期 今 期 来 期

平成３０年４月 平成３０年１０月 平成３１年４月 令和元年１０月

• 調査業種及び調査企業

調査業種 精密 機械 電気 計量 表面処理 鋳造 合計

調査企業数 ４１ ２６ １０ ７ １１ ５ １００

回答企業数 ３１ ２４ ６ ７ １０ ４ ８２

（件数）

• 従業員数

人数 １～９人 １０～１９人 ２０～２９人 ３０～３９人 ４０～４９人 ５０～９９人 １００人～ 合計

企業数
２１社

（２６．３％）
９社

（１１．２％）
１０社

（１２．５％）
８社

（１０．０％）
８社

（１０．０％）
１６社

（２０．０％）
８社

（１０．０％）
８０社

（１００％）

（※２社無回答）
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調査結果のポイント

○生産額、受注額などの減少が見られる一方、原材料仕入価格は落ち着きを見

せ、製品単価への転嫁も見られないことから、生産量・受注量などの落ち込みに

より、全体の指標となる業況ＤＩのマイナス幅が拡大したと考えられます。

○経営上の問題点として、「人手不足・求人難」との回答が最も多く、ここ数年の

有効求人倍率は高水準を保っているなか、不足期間は「1年未満」と回答した企

業が最も多いため、ここ１年未満は有効求人倍率には表れない要因による人手

不足が課題になってきていると考えられます。

○業況ＤＩ等が大幅なマイナス水準のなか、設備投資への意欲は依然として高

く、人手不足などに対応するための設備投資のほか、設備の狭小・老朽化等へ

の対策が優先課題とされている傾向が強くなっています。
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《平成３１年４月末の岡谷市の景気動向》

業況は前期（６ヶ月前）と比べて悪化とした企業が増加し、業況ＤＩは前期に
引き続き２期連続のマイナス水準となりました。マイナス幅も拡大し、業種
別の業況ＤＩを見ても鋳造を除く全ての業種でマイナス水準となっています。
その背景には、米中貿易摩擦の影響があると感じている企業が多く、これ
が主な原因の一つとして考えられます。

《来期の見通し》

来期（６ヵ月後）の見通しは、業況、生産額、受注額、収益等でマイナスの
数値となっています。今期に比べればマイナス幅は縮小すると予想されて
いますが先行きの不透明感に対する警戒感が窺えます。
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※棒グラフのプラス側は好転（増加、上昇、余裕）の企業の割合、マイナス側は悪化（減少、低下、
窮屈）の企業の割合です。 折れ線グラフ（ＤＩ）は好転（増加、上昇、余裕）の企業の割合から悪化
（減少、低下、窮屈）の企業の割合を引いた差です。折れ線グラフ（来期の見通し）は調査時の来期
（６ヵ月後）のＤＩ値です。



①業況ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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業況DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは▲３４．５ポイントとなり、前期の▲２．５ポイントより３２．０ポイント悪化しました。

また、来期の見通しＤＩは、▲２８．５ポイントとなり、前期の▲２．５ポイントより２６．０ポイント悪化しました。
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②生産額ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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生産額DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、▲３４．５ポイントとなり、前期の５．２ポイントより３９．７ポイント減少しました。
また、来期の見通しＤＩは、▲２４．８ポイントとなり、前期の▲２．６ポイントより２２．２ポイント減少しました。
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③受注額ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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受注額DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは▲３３．２ポイントとなり、前期の２．６ポイントより３５．８ポイント減少しました。

また、来期の見通しＤＩは、▲２８．５ポイントとなり、前期の▲３．９ポイントより２４．６ポイント減少しました。
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④操業率ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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操業率DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、▲２７．４ポイントとなり、前期の１．３ポイントより２８．７ポイント低下しました。

また、来期の見通しＤＩは、▲１４．０ポイントとなり、前期の▲２．６ポイントより１１．４ポイント低下しました。
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⑤原材料仕入価格ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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原材料仕入価格DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、２０．３ポイントとなり、前期の４１．６ポイントより２１．３ポイント低下しました。
また、来期の見通しＤＩは、１６．６ポイントとなり、前期の３８．２ポイントより２１．６ポイント低下しました。
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⑥製品単価ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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製品単価DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、▲１３．６ポイントとなり、前期の▲６．３ポイントより７．３ポイント低下しました。
また、来期の見通しＤＩは、▲１７．３ポイントとなり、前期の▲３．８ポイントより１３．５ポイント低下しました。
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⑦収益ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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収益DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、▲３７．０ポイントとなり、前期の▲１０．３ポイントより２６．７ポイント減少しました。
また、来期の見通しＤＩは、▲２９．９ポイントとなり、前期の▲７．６ポイントより２２．３ポイント減少しました。
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⑧資金繰りＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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資金繰りDI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、▲２．７ポイントとなり、前期の▲６．４ポイントより３．７ポイント上昇しました。

また、来期の見通しＤＩは、▲１４．０ポイントとなり、前期の▲９．０ポイントより５．０ポイント低下しました。
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⑨支払状況ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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支払状況DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、▲１．２ポイントとなり、前期の▲１．３ポイントより０．１ポイント上昇しました。

また、来期の見通しＤＩは、▲２．５ポイントとなり、前期の０．０ポイントより２．５ポイント悪化しました。
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⑩回収状況ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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回収状況DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、１．３ポイントで前期と同じポイントとなりました。

また、来期の見通しＤＩは、▲１．３ポイントとなり、前期の１．２ポイントより２．５ポイント悪化しました。
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精密 機械 電気 計量 表面処理 鋳造

前期に比して ▲３０．０ ▲４１．７ ▲１６．７ ▲４２．９ ▲５０．０ ０．０

前年同期に比して ▲２２．６ ▲４５．８ ▲１６．７ ▲１４．３ ▲５０．０ ０．０

⑪今期の業種別業況ＤＩ
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⑫経営上の問題点（複数回答）

項目
今期（Ｈ３１．４） 前期（Ｈ３０．１０）

順位
変動

前期比
（ポイント）回答数

回答
割合 順位 回答数

回答
割合 順位

人手不足・求人難 ４１社／８２社 50.0％ ① ４５社／７９社 57.0％ ① ▲７．０

生産・売上・受注の伸び悩み ３７社／８２社 45.1％ ② ２５社／７９社 31.6％ ④ １３．５

設備の狭小・老朽化 ３０社／８２社 36.6％ ③ ３２社／７９社 40.5％ ② ▲３．９

製品・加工賃の料金安 １５社／８２社 18.3％ ④ ２３社／７９社 29.1％ ⑤ ▲１０．８

原材料等の価格の上昇 １５社／８２社 18.3％ ④ ２７社／７９社 34.2％ ③ ▲１５．９

競争の激化 １３社／８２社 15.9％ ⑥ １１社／７９社 13.9％ ⑥ ２．０

前期に続き、「人手不足・求人難」が最も多い状況となっています。「生産・売上・受注の伸び悩み」は前期
より１３．５ポイント増加し、「原材料等の価格の上昇」は前期より１５．９ポイント減少しています。

※○数字は、回答数による順位
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⑬人手不足・求人難について 回答企業数：４１社
（前期：４５社）

⑫経営上の問題点にて【人手不足・求人難】を答えた４１社の内、現在の従業員数に対する不足割合を、２５社が「１割
未満」、１４社が「１～２割」、１社が「３割以上」と回答しています。不足している期間は、１５社が「１年未満」、１１社が「１
年～２年未満」、１１社が「２年以上」と回答しています。また、不足している職種は「製造職」で２４件、「技術職」で２２件
の順となっています。

※「不足している期間」と「不足している職種」の管理職候補（項目）は今期より新たに追加した設問と項目です。

・不足している職種（複数回答）（社数） （件数）・現在の従業員数に対する不足割合

（⑫経営上の問題点にて【人手不足・求人難】を答えた企業を対象）

今期25社

今期14社

今期1社

今期1社

前期29社

前期14社

前期1社

前期1社

0 10 20 30 40

1割未満

1～2割

3割以上

無回答

今期15社

今期11社

今期11社

今期4社

0 5 10 15 20

1年未満

1年～2年未満

2年以上

無回答
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今期24件

今期22件

今期6件

今期5件

今期4件

今期1件

今期1件

前期34件

前期24件

前期9件

前期6件

前期1件

前期3件

0 10 20 30 40

製造職

技術職

営業職

管理職

管理職候補

事務職

その他

・不足している期間（社数）



⑭設備の狭小・老朽化について

⑫経営上の問題点において、「設備の狭小・老朽化について」に対する各企業の取り組みで、設備投資を行ってい
る（計画している）と回答した企業が、今期４６社 来期４０社となっています。

調査企業数：８２社
（前期：７９社）

・設備投資の状況について

今期46社

今期31社

今期5社

来期40社

来期40社

来期2社

0 10 20 30 40 50

設備投資

あり

設備投資

なし

無回答

今期（Ｈ３１．４）
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今期44社

今期28社

今期7社

来期34社

来期40社

来期5社

0 10 20 30 40 50

設備投資

あり

設備投資

なし

無回答

前期（Ｈ３０．１０）

（社数） （社数）



⑮ＩoＴ（モノのインターネット）の導入への興味
調査企業数：今期８２社

（前期７９社）

ＩｏＴの導入への興味において、「すでに導入している」と回答した企業は、５社あり、「大いにある（５社）・ある（２４社）」と回
答した企業は、２９社で、その内の３社が今年度において、ＩｏＴの導入を予定しています。

・大いにある又はあると答えた２９社の内

3社

23社

3社

0 5 10 15 20 25 30

有

無

無回答

今年度における導入の予定

（社数）

すでに導入している

5社

大いに

ある

5社

ある

24社

どちらとも

いえない

25社

ない

17社

無回答

6社

今期（Ｈ３１．４）
すでに導入している

5社

大いに

ある

5社

ある

18社

どちらとも

いえない

28社

ない

17社

無回答

6社

前期（Ｈ３０．１０）
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（社数）


